















































































































































実習 有 4 18.2
無 18 81.8
講義・演習 有 8 36.4
無 14 63.6
（回想法） 有 4 18.2
無 18 81.8




















































































自立高齢者 通所利用高齢者 施設入所高齢者 照井（2006）
アクティビティケアの種類 ｎ ％ ｎ ％ ｎ ％ 実施率％
季節行事の催し 6 28.6 9 42.9 10 47.6 90.9
地域行事 5 23.8 6 28.6 5 23.8 90.9
風船・ボールのゲーム 2 9.5 7 33.3 7 33.3 89.2
体操・ストレッチ 13 61.9 14 66.7 14 66.7 87.6
楽器演奏・歌・カラオケ 4 47.6 11 52.4 14 66.7 85.5
散歩・ドライブ 10 47.6 10 47.6 5 23.8 82.6
絵画・陶芸・貼り絵 11 52.3 14 66.6 17 80.9 77.2
習字・生け花 7 33.3 7 33.3 3 19.1 70.5
映画鑑賞・ビデオ鑑賞 4 19.0 4 19.0 5 23.8 69.7
手工芸 3 14.3 3 14.3 2 9.5 67.2
幼児や児童との交流 3 14.3 4 19.0 5 23.8 63.1
買い物・外食 6 28.6 7 33.3 9 42.8 61.4
音楽鑑賞・コンサート 4 19.0 5 23.8 5 23.8 57.7
将棋・麻雀・トランプ 10 47.6 10 47.6 7 33.3 50.6
農耕・園芸 6 28.6 6 28.6 7 33.3 50.2
おしゃれ・化粧 5 23.8 5 23.8 6 28.6 47.7
読書・音読 4 19.0 4 19.0 4 19.0 42.3
調理・清掃・家事 3 14.3 3 14.3 3 14.3 40.7
マッサージ 5 23.8 5 23.8 6 28.6 28.2
俳句・短歌 3 14.3 4 19.0 3 14.3 27.8
ダンス 3 14.3 4 19.0 4 19.0 25.7
回想法 7 33.3 12 57.1 11 52.4 25.3
ボウリング 2 9.5 2 9.5 2 9.5 19.5
動物セラピー 4 19.0 4 19.0 5 23.8 18.3
ドールセラピー 0 0.0 1 4.8 4 19.0 18.3
アロマセラピー 3 14.3 4 19.0 5 23.8 12.0
センサリーガーデン 2  9.5 3 14.3 3 14.3 1.7
その他 4 19.0 4 19.0 5 23.8 8.7
21名（複数回答）
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者の精神保健を高める有効な援助方法の一つとして教
員が認識していることが、学習項目として選択された
要因として推察される。
さらに、高齢者施設での実施率が８割以上3）の「風
船やボールのゲーム」の教員の認識は、いずれも１割
から３割の回答率にとどまり、特に自立高齢者を対象
にした学習項目としては低率であった。
田辺ら（2004）8）が調査した高齢者施設のレクリエ
ーション活動では、参加者の好きなレク活動として、
風船バレーやカラオケがあげられている。通所を含め
た高齢者施設で風船などのアクティビティケアの実施
率が高い理由として、要介護高齢者でも工夫次第で参
加可能であり、適度に身体を動かすことで残存機能の
維持向上や活性化が期待できること、また、集団で取
り組むことで参加者間の交流も期待できることなどが
考えられる。しかし、自立高齢者の場合、自分の趣味
や好みに合わせ余暇活動を自由に選択し参加できる力
を持ち合わせており、残存機能の維持向上や交流の機
会としての意義が薄いことが、学習項目として選択さ
れなかった要因として推察される。
次に、アクティビティケアの実践では演習より実習
での学習に教員は重きを置いていることが明らかにな
った。この要因として、実習では対象となる高齢者の
健康状態を直接把握でき、実習施設の特徴も踏まえア
クティビティケアを実践できることや演習に比べ学習
時間にゆとりがあることなどが考えられる。
学内演習の先行研究で、服部ら（2009）9）や木下ら
（2007）10）は、学内演習の中でアクティビティの企画、
運営、相互評価までを実施し、いずれも、アクティビ
ティケアにおける看護の役割を学習する上で効果的で
あったことを報告しているが、さまざまな形態のアク
ティビティにおける安全確保の支援、高齢者間の交流
促進のための内面的アプローチ、意図的効果的に高齢
者がもっている力を生かすための教育的支援、学生が
高齢者像をイメージしやすい状況設定の工夫などの教
育的課題があることも述べられている。
また、服部ら10）の学生が企画したアクティビティの
概要では、主に身体的、心理的活性化を主眼においた
企画でわかりやすく、簡単な用具で楽しめる風船やボ
ウリングなどのチーム対抗で行う内容が多かったが、
安全の確保の配慮が不足していたことが述べられてい
る。
このような学内演習での教育上の課題を踏まえる
と、演習の実施の際に、まず、基礎的なアクティビテ
ィケアの教授は不可欠であり、特に、目的の明確化や
参加者の安全確保、高齢者が楽しめる代表的なアクテ
ィビティケアの紹介などは必須項目として挙げられ
る。特に、楽しみであるアクティビティケアの最中に
も、高齢者の特徴から転倒転落などの事故が発生する
危険性や防止策の必要性は重要な視点である。また、
石川ら（2010）11）は、学内演習に地域の高齢者にも参
加してもらい、評価を得る機会を設けることで、実際
に実習で患者に実施する際に安全面の配慮ができたと
述べている。
このように、企画運営の際には、学生が容易にイメ
ージできる高齢者の事例や場の設定の提示、また、相
互評価に地域高齢者の意見を反映するなどの教育方法
の工夫が効果的な学内演習には必要であると考えられ
る。
さらに、石川ら11）は、実習での学生の自己評価を分
析しているが、評価の低い項目として、「対象への接し
方」「ゲーム時間の配分」「会場準備は時間内にできる」
「声の大きさ」であったことを報告している。これらの
項目は、本研究で調査した、学生が履修すべきと考え
る学習内容の「アクティビティケアの対象」や「アク
ティビティケアの援助技術」の範囲に盛り込まれる内
容であり、教員もアクティビティケアの対象と援助技
術は、実習での実践と同程度に学習の必要性を認識し
ている。
アクティビティケアの対象には、個人や集団だけに
とどまらず、健康な高齢者から要介護高齢者まで幅が
広く、また、高齢者は個々に反応が異なるため、それ
ぞれの対象に合わせた臨機応変な関わり方が必要であ
る。そのため、高齢者が聞き取りやすい発声やテンポ
などの話術は、病院実習のような一人の患者を対象に
学習する教育を受けた学生にとっては、指導を要する
項目と考えられる。また、参加者の安全な誘導も含め
た実施前の会場準備は、慣れない実習環境の中で学生
だけで運営することは困難であり、危険認知の点から
も指導者やスタッフ、教員の十分な配慮が必要であ
る。
このような、実習に伴う課題もみられるが、アクテ
ィビティケアを実践できた学生の実習の達成感や満足
感も高く、高齢者の看護観の構築にも役立つことが示
唆されており11）12）、その意義は大きいと考えられる。
今回、７割の教員が実習でのアクティビティケアの
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学習の必要性を認識していたが、実際に実習中に学習
の機会を設けている機関は２割と少なく、教員の認識
が実際の教育に反映されていない現状がみられた。こ
の要因として、実習場や実習時間の制約などもある
が、看護におけるアクティビティケアの体系化が不十
分であることも教育内容への反映に消極的になってい
ることが推察される。
原田ら4）は、介護保険３施設でのアクティビティケ
アの担当職種を調査し、いずれの施設も介護職、看護
職が多く担当しており、介護職が中心となり看護職と
協働しながら運営している実態を明らかにしている。
このように、アクティビティケアにおいても、介護と
看護の連携は欠くことができないものであり、実習に
おいて他職種との連携を学習する機会としての教育的
意義もあると考える。
また、山内ら（2008）13）は介護保険施設の看護ケア
と研修ニーズの実態を調査しているが、介護保険施設
における看護の実態はようやく把握されはじめたとこ
ろであり、施設種類別に一つ一つを詳細に分析し、看
護職と介護職の役割分担を明確にするとともに、高齢
者施設における看護の専門性を明確にすることが課題
であることを述べている。看護師の養成機関である教
員らは、アクティビティケアなど高齢者施設で求めら
れる看護の特徴をとらえ、看護基礎教育内容を検討す
ることも今後の老年看護学の発展のために必要ではな
いかと考える。
Ⅴ．結論
① 　老年看護学関連科目の講義または演習で単元とし
て独立してアクティビティケア及びレクリエーショ
ンを教授している機関は３割、実習でアクティビテ
ィケア及びレクリエーションを企画運営している教
育機関は２割であった。
② 　老年看護学教員がアクティビティケアの学習内容
として最も履修すべきと考える項目は、「アクティ
ビティケアの種類」で、自立高齢者、通所利用高齢
者、入所高齢者を対象にした場合のいずれも「体操」
を学習項目として認識している教員が多かった。
③ 　７割の教員が、実習でのアクティビティケアの学
習の必要性を認識していたが、実際に実施している
機関は２割と少なく、教員の認識と現状に差がみら
れた。
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